
本
号
は
お
宮
行
事
の
報
告

で
は
な
く
ご
祭
神
の
特
集
を

組
ん
で
み
ま
し
た

早
瀧
比
咩
神
社
の
ご
祭
神
、

瀬
織
津
姫
命
・
速
秋
津
姫
命
・

天
吉
葛
命
の
御
三
神
に
つ
い

て
は
、
本
年
八
月
20
日
付N

o.
2019013

号
に
掲
載
し
ま

し
た
。

境
内
末
社
の
ご
祭
神

木
野
山
神
社
は
昨
年
十
一

月
20
日
付N

o2019009

号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

牛
頭
天
王
宮
は
令
和
二
年

12
月
に
分
社
先
の
う
つ
ぎ
原
か

ら
境
内
へ
遷
座
し
ま
し
た
。

素
戔
嗚
命
の
化
身
と
さ
れ
、

京
都
八
坂
神
社
（
祇
園
社
）

の
ご
祭
神
で
祇
園
天
神
と
も

云
わ
れ
る
。
平
安
時
代
か
ら

行
疫
流
行
神
と
し
て
崇
信
さ

れ
、
有
名
な
祇
園
祭
は
こ
の

神
を
祀
っ
て
疫
病
を
鎮
め
る

年
中
行
事
で
す
。

若
一
王
子
は
和
歌
山
県
熊

野
神
社
の
摂
社
の
諸
王
子
の

中
で
第
一
位
の
王
子
を
云
う
。

少
女
又
は
幼
童
の
姿
で
現
れ

る
王
子
神
で
熊
野
権
現
の
勧

請
さ
れ
た
場
所
に
随
伴
し
て

祀
ら
れ
る
例
が
多
い
。

天
照
大
御
神
は
言
う
ま
で

も
な
く
日
本
神
話
の
最
高
神

で
太
陽
神
と
皇
祖
神
の
二
つ

の
性
格
を
持
ち
、
伊
邪
那
岐
・

伊
邪
那
美
命
の
三
子
中
の
第

一
子
で
伊
勢
神
宮
の
ご
祭
神

で
す
。
天
空
を
照
ら
す
偉
大

な
女
神
で
太
陽
神
と
も
さ
れ

て
い
る
。
境
内
に
は
若
一
王

子
宮
と
荒
神
社
の
間
の
五
角

柱
正
面
に
刻
ま
れ
た
名
前
が

か
す
か
に
読
み
と
れ
ま
す
。

荒
神
社
は
令
和
二
年
12
月

に
牛
頭
天
王
宮
と
共
に
境
内

へ
遷
座
し
ま
し
た
。
か
ま
ど

を
守
る
神
と
さ
れ
、
火
を
防

ぐ
神
と
し
て
、
後
に
は
農
業

全
般
の
神
と
し
て
か
ま
ど
の

上
に
棚
を
作
っ
て
祀
ら
れ
て

い
た
。
荒
々
し
く
乱
暴
で
天

皇
の
命
に
も
従
わ
ぬ
神
と
も

云
わ
れ
る
。

境
内
外
末
社
の
ご
祭
神

龍
神
社
は
本
年
七
月
20
日

付N
o.2019012

号
に
掲

載
し
ま
し
た
。

素
戔
嗚
神
社
（
小
宮
さ
ん
）

素
戔
嗚
命
と
国
狭
槌
命
で
す
。

素
戔
嗚
命
は
農
業
の
神
、
疫

病
（
防
災
徐
疫
の
神
）
、
荒

ぶ
る
神
の
祖
と
さ
れ
る
。

伊
邪
那
岐
神
と
伊
邪
那
美
神

か
ら
生
ま
れ
た
天
照
皇
大
神
、

月
読
神
と
は
姉
弟
関
係
で
す
。

素
戔
嗚
命
は
与
え
ら
れ
た

任
務
を
拒
否
し
反
体
制
的
な

乱
暴
者
で
天
照
大
御
神
を
困

ら
せ
天
岩
戸
に
逃
げ
込
ま
せ

世
界
は
暗
闇
の
世
に
な
っ
た
。

つ
い
に
は
高
天
原
か
ら
追

放
さ
れ
、
地
上
世
界
の
出
雲

へ
行
き
、
所
業
を
改
め
て
八

岐
大
蛇
退
治
を
行
い
正
義
の

味
方
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

国
狭
槌
命
は
山
の
神
で
あ
る

(

大
山
祇
神)

と
野
の
神
で
あ
る

(

草
野
姫)

と
の
子
で
土
の
神
さ

ま
と
の
こ
と
。

岩
上
神
社
は
奥
地
区
の
人

達
が
お
祀
り
し
て
い
ま
す
、

見
た
目
地
味
な
お
社
で
す
が
、

地
元
の
長
老
に
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
、
次
の
高
名
な
神
社

を
網
羅
し
て
お
祀
り
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
大
切
に
お
守

り
し
ま
し
ょ
う
。

（
金
毘
羅
宮
）
香
川
県
象
頭

山
復
に
鎮
座
す
る
全
国
に
知

れ
渡
る
、
次
郎
長
の
お
宮
参

り
の
話
を
引
用
す
る
ま
で
も

な
く
知
ら
れ
た
お
宮
で
す
。

ご
祭
神
は
大
物
主
神
と
崇
徳

天
皇
で
、
農
業
、
殖
産
、
医

薬
、
海
上
守
護
の
神
様
で
す
。

（
淡
島
神
社
）
神
功
皇
后
が

三
韓
出
兵
の
帰
途
、
漂
着
し

立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
淡
路

島
と
和
歌
山
県
の
中
間
の
友
ヶ

島
に
祀
ら
れ
て
い
た
お
宮
で

す
が
、
孫
の
仁
徳
天
皇
が
和

歌
山
市
加
太
へ
神
社
を
移
し
、

再
建
立
し
た
医
薬
の
神
様
で

す
。
特
に
女
性
の
病
気
回
復

や
安
産
、
子
授
け
に
霊
験
あ

ら
た
か
と
の
こ
と
。

（
秋
葉
神
社
）
静
岡
県
浜
松

市
天
竜
区
春
野
の
秋
葉
山
に

祀
ら
れ
て
い
る
神
社
で
、
ご

祭
神
は
火
之
迦
具
土
命
で
防

火
の
神
様
で
す
。

（
愛
宕
神
社
）
京
都
市
右
京

区
に
あ
る
愛
宕
山
頂
に
あ
り
、

ご
祭
神
は
伊
邪
那
美
命
と
迦

具
土
命
で
防
火
の
神
様
で
す
。

稲
荷
神
社
は
蓮
岡
地
区
の

人
達
が
お
祀
り
し
て
い
る
神

社
で
行
事
を
通
し
て
地
区
民

の
融
和
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

元
は
農
業
（
五
穀
豊
穣
）

の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
江

戸
時
代
に
商
売
繁
盛
の
神
と

し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

町
民
や
大
名
に
も
親
し
ま
れ

全
国
各
地
に
広
が
り
八
幡
宮

と
同
じ
三
万
社
も
あ
り
、
お

使
い
は
お
な
じ
み
の
狐
で
す
。

三
堀
地
区
に
も
有
志
で
祀
ら

れ
て
い
る
稲
荷
神
社
が
現
存

し
て
ま
す
。
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あ
と
が
き

以
前
武
下
嘉
之
氏
よ
り
譲

ら
れ
た
文
献
と
ネ
ッ
ト
検
索

を
活
用
し
て
作
成
し
て
い
ま

す
。
誤
り
記
事
を
見
つ
け
て

ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

以
前
掲
載
の
記
事
と
共
に
ご

覧
下
さ
い
。
（
編
集
士
）

皆
様
ご
存
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
早
瀧
比
咩
神

社
に
奥
の
院
が
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
夢
の
よ
う

な
話
で
す
。
去
る
九
月
の
終
わ
り
頃
、
山
村
付
近
を

よ
く
散
歩
さ
れ
て
い
る
川
端
組
三
輪
氏
に
倉
敷
市
児

島
由
加
地
区
（
山
村
）
の
住
民
が
声
を
か
け
、
同
地

区
に
は
早
滝
神
社
奥
の
院
が
存
在
し
、
先
祖
代
々
、

お
詣
り
し
て
き
た
が
、
中
心
で
お
祀
り
し
て
い
た
人

が
本
年
に
亡
く
な
ら
れ
て
以
降
、
他
の
地
元
の
人
が

様
子
見
に
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
彼
に
声
を
か
け

て
く
れ
た
人
に
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
風
の
山
道
を
車
で

約
十
分
ほ
ど
奥
の
現
地
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
み
る

と
お
社
（
祠=

ほ
こ
ら
）
は
猪
に
に
荒
ら
さ
れ
散
乱

し
て
い
た
が
、
棒
鳥
居
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
が
奉

（
明
治
41
年
）
献
（
五
月
吉
日
建
立
）
と
あ
り
、
祠

に
は
（
明
治
32
年
正
月
吉
日
）
と
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
お
宮
関
係
者
三
名
が
徒
歩
で
現
地
を
再
訪

問
し
て
不
要
な
竹
や
雑
木
を
伐
採
し
て
片
付
け
、
祠

を
復
元
し
ま
し
た
。
編
集
士
の
手
元
に
あ
る
文
献
に

は
奥
の
院
に
関
す
る
記
載
は
見
つ
か
ら
ず
、
真
偽
の

ほ
ど
は
不
明
で
す
。
神
社
氏
子
の
皆
さ
ん
の
中
に
は

こ
の
話
を
聞
い
た
り
現
地
を
見
た
人
も
お
ら
れ
、
村

人
の
話
し
の
中
「
早
滝
神
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く

る
の
で
総
合
し
て
考
え
る
と
早
瀧
比
咩
神
社
奥
の
院

ら
し
き
存
在
か
な
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
尚
、
こ
の

場
所
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に
は
正
蔵
院
広
場
や
石
仏
、

奥
の
院
跡
地
が
存
在
し
、
盆
踊
り
や
先
代
ご
住
職
は

時
々
法
要
を
営
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

早瀧比咩神社の末社群
八百万の神々

ご祭神めぐり特
集

神
社
奥
の
院

素戔嗚神社

奥の院 全景

境内末社群

奥の院 祠


